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鞍田先生はこの

の農業は水田だ

地帯から来た君

よい。そして

は歴史的考察が

そうです。こ

究テーマは、

程」と決まり、

現鉾田市）に於

年～同29年）

や現地調査（こ

によってこれ

経済学界でも画

の研究論文は

明になってしま

一年後、福井県
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34頁）を出版

ば人づくりであ
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時中央会で担

しました。 
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長等の要職を歴

て、平成12年
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代を育むまちづ

述べられてい

て、この 60
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なっていた研究
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園の思い出は

利夫さん（研

さいました。

上利夫さ
年3月に本科

研究室）に残

利夫さん（福

の村上さんに

だけではない

君は畑作を勉

て農政を学ぶ

が必要だと言

うして村上さ

「畑作農業の

、鹿島郡舟木

於ける大規模

の消長過程

これには農業

れを明らかに

画期的な成果

は、鞍田先生

まい、世に出

県庁に復帰さ

和 46 年には

版、この中で

ある、として

います。私は

担当していた長

さんは県立農

歴任され、県

年から20年ま

間、全国初の

は 2009 年に
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科を卒業したあ

残りました。
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木村 

模畑作経営（

程を中心に、

業経済の特研

にされました

果でした。と

生に報告提出

出ることはな

された村上さ

は『実践 農

で村上さんは

て「教育的農
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長期講習で特

農業短期大学

県議会議員、
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いました。ど

手に出来ても笑

思います。「歌

とを忘れられ

カラフルなお

車に乗ったとき

披露したことが

輝き小さな交流

昨年 7 月から

校の生徒を対象
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、地域の先生

えています。 

のようにお手

であり、自分が

術となり得る

男性にもお勧
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将来
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たそ

いの岩本佐知

彼岸花が燃

ウノトリ但馬

住まいの吉井

市立奈佐小学

ました。集落

道に停車して

私を待ってい

ご自宅まで行

ら美味しい抹
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瀬喜多さん

岩本さんは昭

されました。
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れていました

鞍田学園長が

多さん（前秋

じ演劇部であ

にいき、食事

ただいたこと

鞍田学園長

も印象深く心

のであるが、

テータスシン

かしく話され

劇部の楽しい

当時の演劇部

夜まで演劇部

が2年生だっ

れ、その最終

れていたそう

ジオ中継を聞

日本代表で

の選手に抜か

でも目に浮か

り「釜で焼い

は沢山ありま

熱心に勉強

青春を謳歌し

た。 

生時代に知っ

そんな岩本さ

来のことを真

書で勉強した

いと気づき、

うです。その

得して、次に

そうです。「

知子さん（20

燃えるように咲

馬空港を見な

井地区に近づ

学校の児童た

落に入ろうと

ていた車から

いただいたよ

行きました。

抹茶をご馳走

たとお聞きし

（元秋田県大

昭和 38 年、鯉

入学された

農業を継ぐつ

た。学生時代の

が恩師であり

秋田県大潟村

あったことか

事やお菓子を食

とが嬉しかっ

長からは多く

心に残ってい

使用しなくて

ンボルである

れていました

い思い出 

部は、夜10時

部の活動をし

った昭和39 年

終日の10月2

うです。その時

聞きながら舞

で出場していた

かれ、惜しく

かぶそうです

いたアンパンの

ます。卒業後は

強しなかった

した幸せな2

った読書の大

さんですが、

真剣に考える

たものの、家業

生活改良普及

の後、先ず栃木

に地元兵庫県の

この時ほど本

0 期卒）をお

咲き誇る県道

ながら車を走

づくと、県道2

たちがサツマ

と車のハンド

ら警笛が鳴りま

うで、岩本さ

取材が始まる

走になりました

して驚きました

大潟村村長）

鯉淵学園（農

た動機は「4人

つもりで鯉淵に

の恩師のこと

、その学園長

村村長）とは

から鞍田先生

食べたり色々

た」と笑顔で

のことを学ん

いることは「電

てもそれを持

と言われた」

た。 

時という門限

していたそうで

年、東京オリ

24日にマラソ

時、岩本さん

舞台道具の木

た円谷選手が

も三位でゴー

す。岩本さんは

の美味しかっ

は農業をする

た。しかし、良

年間でした」

大切さ 

卒業の前年

ようになり、

業の農業には

及員になるこ

木県の生活改

の生活改良普

本を読むこと

お訪ねいたし

道713号線を

らせ、岩本さ

242号線沿い

マイモ掘りを

ドルを切った

ました。岩本

さんの車に誘

る前に、岩本

た。趣味で茶

た。 

とは同期で友

農村生活科）

人姉妹の長女

に入学した」

とをお聞きす

長の娘さんの

は同期で仲がよ

生の自宅によ

々な話を聞か

で話されてい
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電気製品は便

持っているこ

」と当時のこ

限に厳しさがな

です。また岩

リンピックが

ソンがラジオ

んたち演劇部員

木や岩を作っ

がゴール間際

ールしたシー

は学生時代を

ったことなど

るつもりでい

良き友人に巡

」と話されて

10 月になっ

、農業経営等

は自分は向い

ことを決心さ

改良普及員資

普及員資格を

との大切さを

しまし

を通り、

さんが

いの畑

をして

とき、

本さん

誘導さ

本さん

茶道を

友人 

に入

女だっ

と話

すると

の黒瀬

よく、

よく遊

かせて

いまし

の中で

便利な

ことが

ことを

なく、

岩本さ

が開催

オ中継

員は、

ってい

際で他

ーンを

を振り

ど思い

いたの

巡り合

ていま

って、

等を教

いてい

された

資格を

を取っ

を知っ
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たことはない。この時の経験が今に生きている」と話さ

れていました。 

 

良い人たちに恵まれた普及員時代 

 昭和40年 3月に卒業し、その年の6月に兵庫県の生

活改良普及員に任命され、和田山農業改良普及センター

に勤務されました。その後、但馬地区内の各普及センタ

ーで勤務され、平成 11 年から加西市にある兵庫県立農

林水産技術総合センターで専門技術員として活躍され

ました。平成15 年からの最後の2年間は浜坂農業改良

普及センターで勤務され、平成17 年 3 月に当センター

を退職されました。現役時代のことを振り返り「専門技

術員になって県内を回り、井の中の蛙の私が成長できま

した。生活設計、家族経営、女性の能力発揮、年金プラ

ス農業収入100万円など、個人やグループなどに色々な

ことを提案した。仕事として大変苦労したが今から思う

と良い人に恵まれ、良い仕事をさせていただき感謝して

いる」と岩本さんは話されていました。当時、岩本さん

が着手された事業が今では成功し、地域づくりに貢献し

ている事例が数多くあります。 

 

読み聞かせボランティアを結成し活動 

 社会貢献活動についてお聞きすると、岩本さんは学生

時代に得た「本を読むことの大切さ」という教訓をもと

に、12 年前から小学生の保護者たちと本の読み聞かせ

ボランティアグループ「ドロップス」を結成して、近く

の市立奈佐小学校に週1回木曜日に出かけ、学年ごとに

本の読み聞かせの活動をされています。読み聞かせボラ

ンティアのグループ員は 13 名で、読み聞かせの内容は

児童たちにぜひ知ってほしい昔の出来事や学校、仕事、

家庭生活、子育てなどの本からヒントを得て、それを自

分なりに本を選んでいるそうです。また戦争や原爆の話、 

福沢諭吉の『学問のすすめ』は小学生にわかりやすくし

て読み聞かせをしているそうです。今後のことをお聞き

すると「孫が小学校を卒業するまで本の読み聞かせボラ

ンティアをやりたい。そして小学生に読書の大切さを教

えたい」と目を輝かせて話されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     お茶を点てておられる岩本さん 

 

地域の高齢者が集まるサロンを 

 岩本さんは、茶道、俳句、習字、菓子づくりが趣味と

話されていました。茶道の流派は裏千家で現役時代から

続けられており、俳句は『奈佐たしなみ句会』に 10 年

前から加入されています。また習字は始められてから8

年になるそうです。 

 岩本さんのご家族は、97 歳のお母様、岩本さんご夫

婦、息子さんご夫婦とお孫さん3人の三世代8人家族だ

そうです。生きがいのある人生を送るためのライフワー

クとして、自宅前の別棟を地域の高齢者が集まるサロン

として活用し、自分の趣味を活かした『おもてなし』を

したいと話されていました。10月19日はオープンの日

であり、その準備に忙しくされていました。 

 岩本さんとは数年前に兵庫県の同窓会でお会いして

から久しぶりであり、話を伺っているうちに時間を忘れ

るほど有意義な取材でした。またご自宅は築100年以上

の歴史ある立派で大きな古民家でした。岩本さんを取材

して印象に残ったことは、「私は読書が好きで、本に助

けられてきた」と話されているほど、岩本さんは大変な

読書好きの方であり、この源は学生時代の貴重な経験が

あったからだと話されたことです。岩本先輩、いつまで

もお元気で活躍されることを祈っています。 

 

友人と黒大豆の共同栽培を 
            田中 義治さん（23期卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    今年の黒大豆は実入りが良いと田中さん 

 

青空が広がる秋晴れの10月15日、田中義治さん（23

期卒）を取材するために小野市内にある畑にお伺いしま

した。田中さんは友人二人と畑で黒大豆の枝豆を収穫さ

れていました。田中さんは兵庫県同窓会支部の前会長で

あり、久しぶりに元気なお顔を拝見いたしました。 

 

寮長経験が卒業後に役立つ 

田中さんは昭和 41 年に鯉淵学園（農協科）に入学さ

れました。寮生活についてお聞きすると、「先輩達の夜

の寮回りで室長がドアに鍵をかけてかばってくれた。ま

た、水門前に集合をかけられ、説教を永遠と聞かされた

ことや、グランドを歩いていても先輩に説教され、殴ら

れたことがあった」と懐かしく話されていました。部活
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は野球部に所属し、教授から「お前は野球で卒業するの

ではないぞ」と言われるぐらい野球に熱中していたそう

です。恩師は宮島先生で講義や実習については、あまり

褒められたものではなかったそうです。しかし、「寮長

をやっていたことの経験が卒業後の社会生活の支えに

なっている」と話されていました。 

 

生協運動に取り組む 

 昭和 43 年に鯉淵学園を卒業後、灘神戸生活協同組合

（現在：生活協同組合コープこうべ）に就職されました。

田中さんは就職した動機を「卒業旅行で灘神戸生活協同

組合を訪問して『一人は万人のために、万人は一人のた

めに』という生協理念に心がひかれた」と話されていま

した。その後、生活協同組合が経営する人材育成を目的

とした生協学校に入学し、業務終了後や休日を活用した

大学教授や幹部職員による多彩な講義に参加するなど1

年間終始熱心に学ばれました。生協学校の卒業時には

「未来の生協の発展」というテーマの卒業論文を書かれ

優秀論文賞を受賞されました。生協学校を優秀な成績で

卒業された後、地域の家庭係として一軒ずつ家庭訪問す

る中で、組合員の求めに何ができるのかといろいろ考え

させられたそうです。その時、田中さんは「これが生協

運動なのか」と自分に幾度も問いただしたそうです。ま

た、生協から平成7年に勤続30 年の感謝状を授与され

たほか、入所当時から地域への貢献活動として野球に携

わっていたため、生協から平成 13 年に地域スポーツ振

興の功績で感謝状を授与されました。そして平成 19 年

に定年を迎えられ生協運動に終止符を打たれました。 

 

社会人野球の審判で活躍 

 ここで田中さんの社会人野球と審判についての経歴

を紹介いたします。田中さんは鯉淵学園時代に部活で野

球をされていたため、生協に就職後も社会人野球に取り

組まれました。また 27 歳で野球の審判にも携わり、昭

和61年に2級、平成元年に1級の審判資格を取得され、

社会人野球における数多くの試合に審判として大変活

躍されました。その活躍が評価され、平成 13 年に兵庫

県軟式野球連盟から功労賞を受賞され、芦屋体育協会か

らは平成元年に精励賞、平成 25 年に功績賞を受けられ

ました。芦屋野球協会と阪神軟式野球連盟からは 60 周

年を記念して平成22年、平成23年に各々感謝状を授与

されました。 

兵庫県で 50 年ぶりの開催となった平成 18 年の第 61

回国民体育大会 「のじぎく兵庫国体」には、軟式野球

の派遣審判員として参加されました。現在は芦屋野球協

会の副理事長、兵庫県軟式野球連盟の役員として、土・

日曜日に開かれる県大会に参加しておられます。 

 

友人と黒大豆共同栽培 

 田中さんは、5年前から小野市の「ひまわりの丘公園」

近くの10aの田を友人5人で借りて、黒大豆の共同栽培

に取り組まれています。最初は手探り状態で失敗を重ね

ながら取り組んだそうですが、今では立派な実を付け、

やりがいを感じられているそうです。「田を耕し、肥料

を入れ、種子を蒔き、そして補充植えをするというのが

一通り作業であるが、特に夏場の草刈りが大変だ。また、

6月の種子蒔きは天候を計算しないと、10月中旬の収穫

期にはしっかりとした実が付かない」と黒大豆栽培の難

しさを話されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   友人と黒大豆の枝豆を収穫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ちょっと腰を伸ばして 

 

人生を豊かに過ごしたい 

 社会貢献活動をお聞きすると、「自治会の会長になり、

自治会の道路管理、ゴミ置き場の掃除、地蔵盆準備の手

助けなどをしている。また住民の方々とコミュニケーシ

ョンをはかるようにしている」と話されていました。 

また、趣味やライフワークなどをお聞きすると「子供

の頃から書道が好きだった。定年になりやっと時間が少

しできたので、今年の4月から小筆を月3回習い始めた。

昼、夜は時々カラオケに行って交流を深めている」と笑

顔で話されていました。そして体が動く間は、土・日・

祭日を利用して、芦屋野球協会の審判、県軟式野球連盟

の派遣役員として人生をリッチに過ごしたいそうです。

また、一年前から月曜日から金曜日の10時から11時ま

では、近くのプールで泳ぎとウォーキングをして楽しま

れているそうです。 

 

寮生活の復活を望みたい 

最後に同窓会本部に対する意見として、「同窓会がも

っと強くなり、学園側に立派な教員の補充を要請してほ

しい。また学園生の繋がり強化のために、寮生活の復活

を望みたい」と話されていました。田中さんの後を引き

継いだ私に対しても「兵庫県支部のために色々な方面に

目を向け、全国に発信してくれてありがとう。今後とも
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よろしく頼む」と激励のお言葉をかけていただきました。

取材が終わった帰り際に、田中さんから収穫したばかり

の新鮮な黒大豆を枝ごと頂きました。帰宅してすぐに茹

でて食べると甘くて美味しかったです。田中先輩、いつ

までもお元気で活躍されることを祈っています。  

 

地域の活性化に貢献 
            関口 惠士さん(25期卒) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    良く実った黒大豆畑を背景に関口さん 

 

10月17日、京都府に通じる国道372号線の沿道に立

ち並ぶ「丹波特産の黒大豆枝豆」と書かれた幟や販売テ

ントの多さに驚きながら篠山市西野々にお住いの関口

惠士さん(25 期卒)をお訪ねいたしました。ちょうど収

穫した黒大豆の枝豆を出荷する作業の最中で大変忙し

そうに働いておられました。しばらくの間、手を休め取

材に応じていただきました。 

 

楽しかった寮生活 

 関口さんは地元の高校を卒業後、昭和 43 年に鯉淵学

園（農協科）に入学されました。学生時代の思い出をお

聞きしますと、「東寮と西寮に入っていたが楽しい寮生

活であった。正座をさせられて痛かったことや洗面器で

ラーメンを作ったことがある。冬休みには故郷に帰らず

友人宅に行きスキーをして遊んだ。部活ではサッカー部

に入って活動していた。自治会活動では栄養部に所属し

ていた」と懐かしそうに話されていました。恩師は農協

科の宮島三男先生のほか、白田先生、砂田先生、高橋先

生などの名前をあげられました。 

 

篠山町庁舎建設には大変な苦労があった 

 昭和 45 年に鯉淵学園を卒業され、地元の多紀町役場

に就職されました。最初は議会事務局に配属され、その

後総務課、土木課に移り、土木事業のほか災害復興や林

地災害などを担当されました。昭和 50 年に多紀郡内の

三町（多紀町、城東町、篠山町）が合併して篠山町が誕

生しました。その篠山町では建設課、総務課、管財課を

経たあと、企画課の時に篠山町（現篠山市）の庁舎建設

や国立篠山病院を兵庫医科大学へ移譲する業務を担当

されたそうです。その後、町づくり課では市民センター

建設を担当され、最後は産業経済部長として退職されま

した。公務員時代の仕事で印象の残っていることをお聞

きしますと「篠山町の庁舎建設には大変な苦労があった。

この時のことが最も印象深い」と当時を振り返りながら

話されていました。 

 

『一集落一ファーム』を目標に 

 関口さんは、篠山市を退職後、農業に従事されました。

今では田（137a）を水稲（98a）、黒大豆（24a）、小豆（5a）、

自家野菜（5a）の栽培と育苗ハウス（5a）などで活用さ

れているほか、畑（7a）は自家野菜などを栽培されてい

ます。収穫した黒大豆の枝豆は、農協、農産物直売所、

会社、個人に出荷されているそうです。 

また、農業に取り組みながら地元集落の自治会長を4

回（4期8年）就任され、集落活動の活性化にも尽力さ

れました。特に将来を見据えた集落営農プランを作成し

西野々営農組合を結成されました。営農組合は組合員

22名で組織し、2㏊をオペレーター3名が田植えから収

穫までの受託作業をしておられます。また受託田25aに

おいては協働で黒大豆の栽培に取り組んでおられます。

関口さんはその営農組合の組合長として活躍されてい

ますが、「中心になって働くオペレーターが高齢であり、

代わるべき担い手が見つからない。また少子高齢化と後

継者不足の地域で農地を農地として保全するにはどう

していけばいいのか不安である。個人での保全は限界に

きている」と深刻な表情で話されていました。 

今後の集落営農の方向について関口さんは、「集落営

農の組織化を目指したこともあり、組織化当初から目標

として考えていることは共同と協働による『一集落一フ

ァーム』である」と将来のビジョンを話されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   黒大豆枝豆とそのレシピ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            作業中の関口さん 
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福住地区の活性化に貢献 

 関口さんは社会貢献活動として、福住地区まちづくり

協議会に参加され、田舎暮らし体験住宅運営委員会の事

務局長、福の里農業小学校の事務局長に就任し活躍され

ています。田舎暮らし体験住宅は、兵庫県のモデル事業

で、田舎暮らしを希望する都市住民を地域の空き家に1

か月間集落の一員として生活し、農業体験や篠山暮らし

見聞ツアーなどに参加して、集落活動の良さを実感して

もらう取り組みだそうです。平成25 年 3 月に開設され

ましたが、現在まで延べ 24 組の家族が利用し、篠山市

と隣接市を含めて7組が定住されています。 

また福の里農業小学校は、大阪、京都、神戸や地元の

小学生とその家族を対象にして、農業や食べ物の大切さ

を学び、そして都市との交流、世代間のふれあい、ひい

ては農都篠山市、福住の活性化に結びつけるという取り

組みだそうです。関口さんは福の里農業小学校について

「農の体験を通して農業に対する理解と将来における

支援者になりえる子供たちを育てている。そのことが中

山間地における農地の保全に繋がっていくと思い取り

組んでいる」と力を込めて話されていました。 

そのほか、農産物直売所の役員、社会福祉協議会の理

事、財産管理組合の副理事長などを務められ、福住地区

の活性化に貢献されておられます。関口さんは、「農業

に従事しながら地域社会に貢献させてもらうことは自

分のためであると思っている」と笑顔で話されていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  農業小学校で野菜の栽培方法を聞く子供たち 

 

同窓生の実践力を学べ 

趣味は海釣りだそうで、「瀬戸内海や日本海に魚釣り

に行きたいが、忙しくてなかなか行けない」と話されて

いました。 

最後に関口さんは「当時の学園は全寮制で、全国各地

から学生が在学していた。正月は帰省せず友達の家で新

年を迎えさせていただいたこともあり、今では良い思い

出となっている。幸いにも全国各地に多方面で活躍され

ている先輩方が多くおられるので、気軽に訪ねてその実

践力を大いに学ぶのもいいのではないか」と学園生や同

窓会の後輩に激励の言葉をいただきました。 

 取材が終わり帰り際に、「遠いところ来てくれてあり

がとう。丹波特産の黒大豆枝豆を持って帰って」と言わ

れ黒大豆枝豆を頂いて帰りました。その日の夕食は、関

口さんが作成された黒大豆枝豆料理のレシピを使って、

女房が「枝豆ごはん」を作ってくれました。とても美味

しく頂きました。関口先輩、いつまでもお元気で活躍さ

れることを祈っています。 

 

  同期会情報 

モデル農協の仲間が高松で集う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     再会を誓い宿泊所の前で記念撮影 

（左から、福岡県：三島守人、香川県：山花健二、島根

県：山田順一、山形県：白田 順、香川県：林 道夫、

兵庫県：福井寛行） 

 

45年ぶりの再会 

 「お爺さんになったな」「お前太ったな、幸せ太りと

違うか」「お前こそ、痩せて病気と違うか」「髪の毛が白

うなって、禿げてるやないか」と遠慮のない会話が飛び

交いました。鯉淵学園（農協科）最後のモデル農協簿記

実習の仲間（26期卒）6人が45年ぶりに平成28年5月

23 日、24 日に香川県高松市の「天然温泉きらら」に集

りました。 

 

モデル農協は栄光農協 

卒業後、就農したり、農協・行政・会社関係に就職す

るなど、それぞれが歩んだ道は異なっていましたが、学

生時代に同じ釜の飯を食べ、モデル農協（名称は栄光農

協）の組合長や職員として、取引の起票から決算、経営

分析、業務報告書の作成までを切磋琢磨して取り組んだ

仲間意識はしっかりと残っていて、学生時代に戻ったよ

うな気分になりました。 

 

厳しくも楽しい寮生活 

夏期休暇の前に必ず行われる炎天下での実習や夜間

での洗面器ラーメン、寮長室で正座させられての説教、

声がかれるまで延々と続く寮歌斉唱などは、メンバー全

員が鮮明に記憶していました。土曜日に開かれる食堂で

のダンスの会で可愛い女子学生を取りあったこともあ

りました。 
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忘れられない卒業旅行と特研旅行 

就職が決まり卒業式を 2 ヶ月後に控えた冬のある日、

卒業旅行と称して、同じモデル農協のメンバーがレンタ

カーを借り、伊豆半島を巡る旅に出ました。しかし、定

員オーバーの6人が乗ったため、交代して車のトランク

に身を隠して旅を続け、途中のミカン山で熟した美味し

いミカンを失敬したこともありました。特研旅行では、

茨城県玉川農協、兵庫県北阿万農協、生活協同組合コー

プこうべなどを視察し、先進事例を学びました。45 年

前の学生時代に戻り、その当時の懐かしい出来事につい

て酒を酌み交わしながら夜遅くまで賑やかに語り合い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市内の居酒屋で盛り上がる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疲れたので栗林公園でひと休み 

 

記憶に残る宮島先生の一言 

やはり農協科の講義で思い出すのは、恩師宮島先生が

顔を真っ赤にして、手をこすりながら我々学生を説教す

る姿であります。黙って聞いている我々学生に対して、

宮島先生は「君たちに言っておきたいことは『はじめに

農協ありき』でなく、『はじめに農民ありき』であるこ

とを絶対に忘れないように」と強く言われたことを今で

も記憶に残っています。宮島先生の助手であり、農協簿

記の実習指導を担当されていた前田先生は、我々学生と

年齢が近かったこともあってか、学生の身になって難し

い簿記実務を丁寧に教えていただいたことを思い出し

ます。宮島先生からの教えが県農協中央会に就職してか

らも大変役立ったと思います。 

 

シニアの問題を語る 

 集いの最後にはシニア世代の話題といえる老後の暮

らし、少ない年金、健康問題などセカンドライフで盛り

上がり、定年退職後に農業を営んでいる者が農業の楽し

さや年収を自慢したり、不動産業を経営している者は土

地、建物取引の難しさを説明したりと話題は尽きること

なく続きました。翌日は全員で国の特別名勝に指定され、

日本庭園で有名な栗林公園に行ったあと、名物の讃岐う

どんを昼食に食べました。 

 

次回は島根県で 

このモデル農協の集いは、毎年持ち回りで開くことに

なり、次回は平成29 年 5 月頃に島根県で集まることに

なりました。なお、今回病気で不参加の長崎県前田和海

さんは10 月 17 日に逝去されたとの訃報が入りました。

次回に会えることを楽しみにしていたのですが、本当に

残念です。心よりご冥福をお祈りします。 

（福井 寛行 26期卒） 

 

 

井口さんが総務大臣賞を受賞 
 

篠山市小原にお住まいの井口成子さん（23 期卒）は

10 月 7 日、東京都内で開かれた行政相談委員総務大臣

表彰式に出席され、「総務大臣賞」を受賞されました。

井口さんは平成 17 年から行政相談委員として長年活躍

され、その活動が総務省から評価されたもので、「これ

からも今まで以上に市民と行政のパイプ役として頑張

っていきたい」と抱負を述べられました。 

  なお、行政相談委員（全国で約5,000人）は、行政相

談委員法に基づき、総務大臣が委嘱し、全国の市（区）

町村に設置される役職です。行政相談委員の活動は、国

民が暮らしの中で感じている国の行政サービスに関す

る苦情や行政の仕組みや手続きに関する問い合わせな

どの相談を受け付け、その解決のための助言や関係行政

機関に対する通知などの仕事を無報酬で行います。井口

先輩、おめでとうございます。これからも頑張ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表彰状を手に井口さん 

 

 

 

              表彰式会場で記念撮影 
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鯉淵学園ニュース 
 

東京農業大学と連携協定を締結 
 

鯉淵学園と東京農業大学は、それぞれ次世代を担う農

業人材の育成に努めるため、両校の教育資源を生かした

協力関係の構築を検討してきました。  

 このほど検討内容がまとまり、10月17日（月）に東

京農業大学において「鯉淵学園農業栄養専門学校と東京

農業大学との農業人材育成に係る包括連携協定」を締結

しました。本校からは須田理事長、近藤学園長らが、東

京農業大学からは大澤理事長、高野学長らが出席しまし

た。 

 今後はこの包括提携により、両校は相互に連携・協力

をとりながら、(1)農業人材育成、(2)教育・学術交流、

(3)就職支援、(4)農林水産業振興などについて進めるこ

ととなりました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（この記事は鯉淵学園同窓会本部からの情報提供によ

るものです） 

 厳しい学生応募状況 
鯉淵学園と同窓会本部からの情報によると、平成 29

年度の入学希望者は定員を下回り、学園改革が計画どお

りに進まない厳しい状況下にあります。本県支部に対し

ても学生募集支援依頼があり、地元高校などに問い合わ

せるなど入学依頼をしていますが、生徒の大学志望や将

来の進路など色々な理由で難しい状況です。支部会員の

皆様も推薦、紹介などお力添いをいただきますようお願

いいたします。 

 

兵庫県支部会費納入者 
平成28年6月9日から平成28年11月30日の期間で

兵庫県支部会費を納入された会員のみ入金順に掲載し

ました。ご協力ありがとうございました。（敬称略） 

 岩本佐知子 20 期卒、普光江文江 12 期卒、大林幸子

25 期卒、岸根秀明 36 期卒、木村毅司 33 期卒、前田豊

明28期卒、加藤 整10期卒、加藤定子11期卒、奥山

隆治4期卒、辻 伴子27期卒、田中義治23期卒、中野

圭治53期卒、高見康彦44期卒、西 三千穂30期卒、

福井寛行26期卒、出店利彦19期卒、小島好文11期卒、

橋本 篤31期卒、長峰年正19期卒、近本昌博43期卒、

中嶋則子15期卒、柴垣仁司20期卒、関口惠士25期卒、

西田 博25期卒、北垣裕之42期卒、長尾輝夫24期卒、

岡本昭治31期卒、岡本多恵子31期卒、孝橋利己25期

卒、奥田和夫 10 期卒、奥田孝枝 14 期卒、戸田寮一 23

期卒、谷口耕一25期卒、堀端俊造3期卒、武久正篤28

期卒、田中智巳 36 期卒、山本篤良 26 期卒、鞍田三穂

13 期卒、高田修身 15 期卒、吉川千鶴子 24 期卒、三宅

栄史21期卒、井口成子23期卒、正木浩二2期卒、富垣

淳生16期卒、小森英逸31期卒、西浦英子24期卒、芦

田靖司44期卒、高木経吉22期卒 

 

訃報 
 成定良一さん（4期卒）が平成27年10月3日に 

逝去されました。慎んでご冥福をお祈りいたします。

 

 

 

 

編集後記 （平成28年12月） 

 私事ですが今年も運良く抽選に当たり、10月30日、

大阪マラソンに参加しました。秋の浪速の街を走り

きり、とても疲れましたが最高の気分でした。 

同窓生の皆さん、支部だよりを充実するために、

今後とも同窓生の情報や執筆・取材の協力・意見・

感想をお寄せください。住所、電話番号、職業等の

変更があれば必ずお知らせください。 

 編集者：福井寛行（26期卒） 

〒677-0038 兵庫県西脇市大垣内44-2 

TEL(FAX)0795-22-1815 携帯090-1022-2672 

E-mail：hirokei-677@hera.eonet.ocn.ne.jp


